
の児童が、昔の人々の暮らしを体験することを目的に、

土器の分類体験 石器の試し切り体験 火起こし体験 を行いました。

黒曜石製の石器で紙や野菜を切る体験をしました。

舞錐（まいぎり）法という方法で、火起こし体験をしました。
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縄文土器、弥生土器、須恵器の３種類の土器片を完
形土器と見比べて分類する体験をしました。

教科書でしか見たことない土器を実際に見て、触ること
ができてよかった。

思ったよりもきれいに切れたので驚いた。野菜の皮を
カッターを使ったようにまっすぐと切れた。

火を起こすのはとても大変だった。今はライターやコンロ
などですぐに火を起こせるので昔の人の苦労が分かっ
た。

実際に触れて、体験できるというのはとても貴重な体験だった。火起こし
では一生懸命取り組み、土器分類では、友達と対話しながら、分類をして
いた。いつもの授業では経験できないことができてよかった。
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土器の分類体験

石器の試し切り体験

火起こし体験

＜先生方の感想＞
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